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＜患者様連絡事項＞

･沢田　三郎様～退院予定　9/25(日)11：00となっていましたが、昨日家族様より連絡があり
               親戚の不幸事があった為退院日を　9/28(水)11：00へ変更したいとの希望が
ありました。主治医へ報告し承諾を得ています。

初外来日につきましては変更ありません。（9/30(金)11：00）

　　　　　　　自身の希望していた退院日が変更になった事により、焦燥感等が現れる可能性が

　　　　　　　考えられます。日課の取り組み状況、睡眠状況、身体不調について観察・確認

　　　　　　　していきましょう。尚、退院日変更に伴い、9/25転入予定だった中野渡　鉄男様
　　　　　　　の転入予定日も9/28へ変更となっています。

・浅野　秀子様～本日表情の硬さが見られ、水分摂取量が増加傾向にあります。余暇時の過ご

　　　　　　　　し方について観察し、水分摂取量について適宜介入していきましょう。

＜猪股Dr担当患者様ケース検討＞

･布施　邦雄様～日課・プログラムは支障なく取り組んでいます。発言内容はまとまりを欠いて

　　　　　　 　いますが、異常体験に左右された言動は見られず、不機嫌さも見られません。

　　　　　　　 日課の取り組み状況、睡眠状況について観察・確認し、周囲とのトラブルの

　　　　　　　 ないよう適宜介入していきましょう。

・伊藤　雄一様～5:00離床としていますが、3:00にはホールにて過ごされており、介入して

　　　　　　　　いますが、了解の悪さがあります。今後の生活設定に対する消極的・悲観的な

　　　　　　　　様子が伺えます。日課の取り組み状況、余暇の利用状況を観察・確認し、生活

　　　　　　　　リズムの安定を図るための介入を行いましょう。

・井上　和美様～先週肩の痛みを訴え、臨時薬を処方されていますが1日で「顎や喉が硬く

なったから･･･。」と服薬を拒んでいます。疾病に関する認識の乏しさが

　　　　　　　　ありますので、体調不良（肩や顎、喉の痛み）を訴えた際には、精神症状を

　　　　　　　　起因とするものである事を考慮しながら介入し、症状管理への認識を深める

　　　　　　　　事が出来るよう援助していきましょう。

・古川　富蔵様～日課は支障なく取り組んでいますが、余暇は必要時以外自室にて臥床して

　　　　　　　　います。余暇時の過ごし方を観察・確認し、活動性を高める事が出来るよう

　　　　　　　　介入していきましょう。

＜ＳＳＴミーティング＞

先週はふれあい秋祭り当日であった為、買い物におけるマナー（どんな事に気をつけて話すか？

等）について場面を設定しながら実施しています。

明日は9月最終週ですので、短期目標の評価となります。

※患者様の中には自己評価をほぼ達成としながら、次月では殆ど同じ目標設定をする方が見受け

　られます。陰性症状や、ＳＳＴに対する認識の薄さから新たな目標を考えられない（考える意

味を見出せない）ものと思われます。日常生活における対人交流能力の向上を目指す目的が

　ありますので、自己評価の高かった患者様にはステップアップが図れるようアプローチして

　いくようにしましょう。

＜担当業務進捗状況＞

ケアプラン管理：年4回以上は、プランの見直しと修正立案を行う事としていますので、目標

　　　　　　　　達成へ向けてプランの実施を進めて下さい。又、プランの検討、見直し、

　　　　　　　　修正立案を行った場合は所定の書式へ入力するのを忘れないようにして下さい。






















